
はたちの記念写真を残したいお客様

駐車場15台完備

お問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ

10：00～17：00より、ご希望の時間を下記①お電話か
②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

2026年・2027年にはたちの
つどいを迎えるお嬢様・ご家族様

振袖・袴のお下見については
完全予約制です｡

○セブン
イレブン
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焼津港▶

アンビア
タクシー

ホテル
シーラック
パル焼津○
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銀
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焼津高校

マンションエキチカ○
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くろしお

○
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○
おいべっさん

(駅より300ｍ）

当店駐車場
公園

東小学校

郵便局

駅前通り商店会

焼津駅前
整形外科

薮
崎
新
聞
店

肉
の
石
割
さ
ん

東海
道本
線

静岡
▶

焼
津
駅

P

▲焼津インター

い
ち
ょ
う
通
り

小石川

県
道
4
1
6
号
（
旧
国
道
1
5
0
号
線
）

貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

15.4万円～
8.8万円～

③ママ振・姉振プラン③ママ振・姉振プラン

②振袖レンタルプラン②振袖レンタルプラン

①振袖ご購入プラン①振袖ご購入プラン

丸洗い丸洗い
小物ご購入、お手入れ、寸法直し小物ご購入、お手入れ、寸法直し

３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

（税込）

3.3万円～
④スタジオパックプラン④スタジオパックプラン
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付

（税込）

（税込）

4,400円～（税込）

期間中に   　　　　　　　　　　　　　のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

期間中に   　　　　　　　　　　　　　のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

親娘でご来場・お衣装お見積り親娘でご来場・お衣装お見積り

振
袖
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

無
料
ご
試
着

体
験
会
開
催
中
！！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
自由にお選び
いただけます！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
自由にお選び
いただけます！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

「わたなべ」が
選ばれるポイント

①～④の
プラン

1/31金
まで

早
い
予
約
が
ゼ
ッ
タ
イ
お
得
！

今
な
ら
ご
希
望
の
時
間
に
は
た
ち
の
つ
ど
い

当
日
の
お
支
度(

着
付
け)

予
約
が
で
き
ま
す
。

袴・お着物レンタルセット
お早目にご予約下さい。

袴・お着物レンタルセット
お早目にご予約下さい。

多数展示中!多数展示中!

卒業式卒業式



焼津市 株式会社 共立アイコム （受託事業者） TEL：054-635-4652お問い合せ主　　催

対  象  者

★中型マイクロバスにて各企業に訪問します。
※高校1・2年生、大学1～3年生、専門学校1年生のお子様をもつ保護者の方も大歓迎です。

就職を控えるお子様（高校生・大学生など）をもつ
保護者の皆様

※

★親子での参加も可、生徒・学生のみの参加は不可。

申込〆切 
2025年1月15日(水曜日）まで

１月21日(火曜日)コース

申込〆切 
2025年２月1３日(木曜日）まで

2月19日(水曜日)コース

参加には事前申込が必要です。
下の２次元コードよりアクセスし、お申込みください。（各日定員約20名）

定員になり次第申込み終了とさせていただきます。

詳しくは
コチラ
から！

申し込みは
コチラから！

JR焼津駅南口 解散【午後4時】

● 株式会社ニッセー

● 株式会社新村組

● 増田樹脂化学工業株式会社

● しずおか焼津信用金庫

JR焼津駅南口集合・受付【午前9時】

JR焼津駅南口 解散【午後4時】

● 碌々スマートテクノロジー株式会社

● 株式会社Tec

● 株式会社吉村

● 株式会社田子重

JR焼津駅南口集合・受付【午前9時】

2月19日（水曜日）コース 午前9時～午後4時予定

焼津市企業訪問バスツアー
特設サイト

１月21日（火曜日）コース 午前9時～午後4時予定

社員の仕事内容
や、職場の雰囲
気等を見学でき
ます。

年2025 月 日1 21（火曜日） 年2025 月 日２１９（水曜日）

参加費 昼食付

就職を控え
る

お子様をも
つ

保護者の方
が対象

お子様の
就職を応援!

2024 年（令和 6 年）12 月 25 日　むるぶ　-3- 2024 年（令和 6 年）12 月 25 日　むるぶ　-2-

焼
津
市
の
観
光
振
興
へ
の
思
い

を
伺
い
ま
し
た
。

生
粋
の
焼
津
っ
子

　

牧
田
氏
は
焼
津
市
出
身
で
、

地
元
の
小
中
学
校
を
卒
業
後
、

静
岡
県
立
焼
津
中
央
高
等
学
校

を
経
て
、
ま
る
せ
い
焼
津
信
用

金
庫
（
現
し
ず
お
か
焼
津
信
用

金
庫
）
に
入
庫
。
長
年
に
わ
た

り
地
域
金
融
に
携
わ
り
、
同
信

用
金
庫
の
理
事
長
や
会
長
を
歴

任
。
令
和
６
年
６
月
に
焼
津
市

観
光
協
会
の
代
表
理
事
に
就
任

し
ま
し
た
。

焼
津
の
魅
力
に
つ
い
て

　

焼
津
市
の
強
み
は
、“
さ
か

な
”
を
中
心
に
豊
富
な
食
材
が

あ
り
、
昔
な
が
ら
の
街
並
み
を

は
じ
め
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
風
景
・
史
跡
等
が
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
。

　

特
に
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
恋
人
の
聖
地
や
花
沢
の

里
を
挙
げ
、
名
物
と
し
て
は
ミ

ナ
ミ
マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ

を
は
じ
め
と
し
た
水
産
加
工
品

が
自
慢
で
す
。

焼
津
市
の
観
光
に
お
け
る

課
題
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減

少
問
題
に
対
し
、
観
光
を
通
じ

た
交
流
人
口
の
増
加
が
解
決
策

の
一
つ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

焼
津
を
訪
れ
て
良
か
っ
た
、

ま
た
来
て
み
た
い
、
食
に
良
し
、

子
育
て
に
も
良
し
と
多
く
の
人

に
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
で

す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

当
地
と
関
連
あ
る
地
域
と
の

交
流
と
連
携
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
よ

る
観
光
誘
致
、
静
岡
福
祉
大
学

と
の
包
括
連
携
に
よ
る
若
い
世

代
と
の
交
流
な
ど
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

協
会
職
員
の
満
足
度
の
向
上
に

も
取
組
み
た
い
で
す
。

　“
先
義
後
利
”
と
“
利
他
の

心
”
を
信
条
に
、
地
域
へ
の
恩

返
し
の
気
持
ち
で
日
々
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

焼
津
の
魅
力
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
精
一

杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

交
流
人
口
増
加
で

地
域
活
性
化
を
目
指
す

志
太
新
名
物
探
訪

鰹
節
屋
が
贈
る
贅
沢
お
で
ん
、新
登
場
！

　

だ
し
に
こ
だ
わ
る
鰹
節

屋
が
、
ご
自
宅
で
楽
し
め

る
レ
ト
ル
ト
お
で
ん
を
発

売
。
２
種
類
の
味
わ
い
で
、

だ
し
と
具
材
の
違
い
を
堪

能
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
贅
沢
だ
し
お
で
ん
」

（
７
２
０
円
）は
、か
つ
お

と
昆
布
の
す
っ
き
り
だ
し

に
、
大
根
や
た
ま
ご
な
ど

定
番
具
材
を
詰
め
込
み
ま

し
た
。

　
「
贅
沢
静
岡
お
で
ん
」（
７
２
０

円
）
は
、
濃
口
醤
油
仕
立
て
の

黒
い
だ
し
が
特
徴
で
、
黒
は
ん
ぺ

ん
や
牛
す
じ
入
り
。

　

お
で
ん
の
新
し
い
楽
し
み
方

を
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
！  

　

株
式
会
社
新
丸
正（
焼
津
市
）

堅
魚
屋
に
て
販
売
中
。
オ
ン
ラ
イ

ン
ス
ト
ア
で
も
購
入
可
能
で
す
。

●「
堅か

た

魚う
お

屋や

」で
検
索

牧
田
牧
田  

和
夫
和
夫

（
一
社
）焼
津
市
観
光
協
会  

代
表
理
事

▲贅沢だしおでん

▲贅沢静岡おでん

そ
こ
知
り

志
太物

語

〈
十
九
代
・
本
多
正ま

さ
お
き意

〉

　

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

に
隠
居
し
た
正ま

さ
は
る温

の
家か

と
く督

を
継

ぎ
豊ぶ

ぜ
ん
の
か
み

前
守
に
任
じ
ら
れ
、
文
化

五
年
（
一
八
〇
八
）
奏そ

う
し
ゃ
ば
ん

者
番
と

な
り
ま
し
た
。
同
八
年
、
菩
提

寺
で
あ
る
蓮れ

ん
し
ょ
う
じ

生
寺
の
山
門
を
改

築
し
ま
し
た
。

　

文
政
五
年
（
一
八
二
二
） 

に

は
寺
社
奉
行
を
兼
ね
、
同
八
年

に
は
若
年
寄
と
な
り
、
遠

と
お
と
う
み
の
か
み

江
守

に
改
め
ま
し
た
。

　

文
政
十
一
年
末
に
病
と
な
り
、

翌
年
二
月
、
将
軍
家い

え
な
り斉

か
ら
保

養
を
命
じ
ら
れ
、
免
職
を
願
い

出
る
も
許
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
五
月

に
四
六
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

〈
二
十
代
・
本
多
正
寛
〉

　

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に

豊
前
守
に
任
じ
ら
れ
、
同
十
二

年
に
父
の
遺
領
四
万
石
を
継
ぎ
、

20
代
正ま

さ
ひ
ろ寛

は
藩
校
日に

っ

ち

か

ん

知
館
設
置

21
代
正ま

さ
も
り訥

は
最
後
の
田
中
藩
主

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
奏
者

番
と
な
り
ま
し
た
。
翌
八
年
藩

校
日
知
館
を
創
設
し
、
文ぶ

ん
ぶ武

に

優
れ
た
家
臣
た
ち
の
教
育
に
力

を
入
れ
ま
し
た
。

　

同
十
三
年
十
一
月
、
日に

っ
こ
う光

廟び
ょ
うの

修
繕
を
命
じ
ら
れ
、
弘

化
五
年
（
一
八
四
八
）
に
、
再

び
奏
者
番
に
任
命
。
嘉か

え
い永

七

年
（
一
八
五
四
）
の
大
地
震

歴
代 

田
中
藩
主
物
語 

❹
で
、
田
中
城
が
倒
壊
、
城

門
・
石
垣
も
崩
壊
し
、
安
政

三
年
（
一
八
五
六
）
に
復
興

し
ま
し
た
。
そ
し
て
万ま

ん
え
ん延

元
年

（
一
八
六
〇
） 

二
月
、
五
三
歳

で
死
去
し
ま
し
た
。

〈
二
十
一
代
・
本
多
正
訥
〉

　

正
意
の
四
男
で
あ
る
正
訥
は
、

兄
正
寛
の
子
息
が
早そ

う
せ
い世

し
た
た

め
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

正
寛
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。

昌し
ょ
う
へ
い
こ
う

平
校
に
学
び
、
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）、
四
万
石
を
継

承
。
文
久
二
年
（
一
八
六
三
）、

昌し
ょ
う
へ
う
ざ
か

平
坂
学
問
所
奉
行
と
な
り

ま
し
た
。
正
訥
は
、
小
笠
原
長な

が

行み
ち

、
秋
月
古こ

こ
う香

と
と
も
に
三さ

ん
こ
う公

子し

と
称
せ
ら
れ
た
学
者
で
し
た
。

　

元げ
ん
じ治

元
年
（
一
八
六
四
）、
駿す

ん

府ぷ

城
代
と
な
り
、
紀き

い
の
か
み

伊
守
と
改

名
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
） 

二
月
、
駿
府
で
東と

う
せ
い征

軍
を
迎
え
、

維
新
政
府
に
恭
順
。
同
年
七
月
、

静
岡
藩
成
立
に
よ
り
田
中
城
を

徳
川
家
へ
引
き
渡
し
、
安あ

わ
の
く
に

房
国

長な
が
お尾

（
千
葉
県
南
房
総
市
） 

へ

国
替
え
。
田
中
藩
最
後
の
藩
主

と
な
り
ま
し
た
。
晩
年
に
旧
領

下し
も
う
さ
の
く
に

総
国
を
訪
れ
た
時
、
多
く
の

旧
領
民
が
正
訥
を
慕
っ
て
集
ま

り
、
三
日
間
の
も
て
な
し
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
死
去

に
あ
た
っ
て
は
、
武
蔵
・
下
総
・

駿
河
・
安
房
国
に
在
住
し
て
い

た
旧
家
臣
た
ち
が
続
々
と
集
ま

り
葬
儀
に
参
列
し
ま
し
た
。

（
小
嶋
良
之
）

▲藩校日知館での文武教育★

▲本多正訥の肖像★

▲蓮生寺の山門

【★は藤枝市郷土博物館提供資料】

▲本多正意十一歳の時の書★

◆歴代田中藩主一覧表◆

藩主名 在任期間 年数

19 本多正意 1800～1829 29

20 本多正寛 1829～1860 31

21 本多正訥 1860～1868 ８



点灯時間／１７：００〜２2：００
期　　間／２０２５年２月１６日まで

点灯時間／１７：００〜２０：３０　　　期　　間／２０２５年１月１３日まで

点灯時間／１７：００〜２2：００
期　　間／２０２５年１月３１日まで

点灯時間／１７：００～２１：００
期　　間／２０２５年１月31日まで

冬の志太地域の風物詩となっているイルミネーション。現在、志太地域では、焼津２ケ所、藤枝３ケ所、島田２ケ所冬の志太地域の風物詩となっているイルミネーション。現在、志太地域では、焼津２ケ所、藤枝３ケ所、島田２ケ所
で開催されています。大井川文化会館ミュージコのイルミネーション「スターダストファンタジア」は１２月２５日まで。で開催されています。大井川文化会館ミュージコのイルミネーション「スターダストファンタジア」は１２月２５日まで。
川根町家山にある天王山公園の「天王山冬まつりイルミネーション」は、来年２月１４日までとなっています。川根町家山にある天王山公園の「天王山冬まつりイルミネーション」は、来年２月１４日までとなっています。

志志太太ののイイルルミミネネーーショションンめめぐぐりり

蓮華寺池公園蓮華寺池公園

焼津駅南口駅前広場・シーガルブリッジ焼津駅南口駅前広場・シーガルブリッジ
小石川・焼津駅前通り商店街小石川・焼津駅前通り商店街
ターントクルこども館ターントクルこども館

島田駅北口広場島田駅北口広場
サンカク公園サンカク公園
駅前中央通り駅前中央通り

藤枝駅北口広場藤枝駅北口広場
南口広場南口広場
駅南通り駅南通り

「歩くのが楽しくなる！笑顔が増える光のまち」

「花の回廊・光のプロムナード」「ガーデン」

「ブライト・スプラッシュ・
ウィンター」

焼津市ライトアップ・イルミネーション

島田駅前パークイルミネーション 蓮華寺池公園花回廊イルミネーション

ルミスタ☆ふじえだ・ファンタジックイルミネーション

1212
月
号
月
号
読
者
の
声

読
者
の
声
よ
り
よ
り

●
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
メ
情

報
は
ス
イ
ー
ツ
か
ら
食
事
ま
で
幅
広
く
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど

ん
ど
ん
寒
く
な
り
、
鍋
に
頼
り
が
ち
に
な

り
ま
す
。
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に
も
な
り
や
す

い
の
で
、
鍋
の
素
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
料

理
や
珍
し
い
鍋
の
素
な
ど
、
取
り
扱
っ
て

く
れ
た
ら
、
嬉
し
い
で
す
。

●
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
も
焼
津
冷
凍
グ
ル
ー
プ
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
々
行
っ
て
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
美
味
し
く
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
富
士
屋
も
地

元
に
は
欠
か
さ
な
い
ス
ー
パ
ー
で
す
。

●
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
ス

イ
ー
ツ
特
集
は
目
で
見
て
も
楽
し
め
ま

す
。
散
歩
が
て
ら
、
巡
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ニ
マ
ル
特
集
な
ど
も

掲
載
い
た
だ
け
る
と
癒
し
に
な
り
ま
す
。

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
我
が
家
の
固
定
電
話
に
も
、
自
動
音
声
で

詐
欺
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
身
近

で
様
々
な
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
の
で
、

気
を
引
き
締
め
て
生
活
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
昨
日
、
焼
津
観
光
協
会
を
通
し
て
焼
津
観

光
案
内
人
に
お
願
い
し
て
焼
津
市
内
、
港

か
ら
神
社
、
を
約
三
時
間
か
け
て
回
っ
て

来
ま
し
た
。
焼
津
に
住
ん
で
居
て
も
知
ら

な
い
事
が
多
く
て
感
心
し
ま
し
た
。
来
年

秋
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
Ｔ
Ｖ
で
ば
け
ば

け
が
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
小
泉
八
雲
と
妻

の
特
集
を
掲
載
し
て
欲
し
い
で
す
。

●
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
大
旅
籠
柏
屋
は
何
回
か
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
付
近
に
こ
ん
な

に
見
処
の
あ
る
場
所
が
あ
る
な
ん
て
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
小
野
小
町
の
姿
見
の
橋

は
や
る
せ
な
い
逸
話
で
す
が
、
興
味
が
湧

き
ま
し
た
。
岡
部
宿
は
散
歩
し
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
楽
し
め
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

素
敵
な
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
い
つ
も
楽
し
く
拝
読
し
て
い
ま
す
。
12
月

号
の
街
中
岡
部
宿
め
ぐ
り
と
て
も
興
味
深

く
、
身
近
な
知
ら
な
い
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

●
色
ん
な
飲
食
店
の
紹
介
な
ど
は
、
新
発
見

と
し
て
あ
り
が
た
い
で
す
。
出
来
る
の
で

あ
れ
ば
、
お
試
し
価
格
の
物
と
か
割
引

ク
ー
ポ
ン
等
が
あ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
し
、

行
き
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

●
い
つ
も
待
ち
遠
し
く
楽
し
く
拝
読
し
て
ま

す 

地
域
に
根
差
し
た
情
報
が
い
い
で
す

ね
。
今
回
の
す
ず
き
製
菓
の
月
曜
限
定
の

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
も
買
い
に
行
き
ま
す
！

こ
ん
な
裏
メ
ニ
ュ
ー
特
集
も
し
て
欲
し
い

で
す
。

●
地
元
の
事
件
簿
を
見
る
と
、
サ
ギ
電
話
が

多
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
金
品
を
だ

ま
し
取
ろ
う
と
す
る
悪
質
な
サ
ギ
に
誰
も

引
っ
か
か
る
ら
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で

注
意
し
合
い
た
い
も
の
で
す
。

●
初
亀
醸
造
の
老
舗
度
に
感
激
し
ま
し
た
。

●
も
う
年
末
号
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

毎
号
楽
し
ん
で
読
み
ま
す
。
読
者
の
声
も

面
白
い
で
す
。

●
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
入
力

が
た
い
へ
ん
ラ
ク
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

★
読
者
の
声
の
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
む
る

ぶ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想

●
Ａ
ｎ
ｎ
ｙ
の
お
気
に
入
り 

23

●
ホ
ビ
ヨ
ン 

18

●
エ
ム
ア
イ
プ
ラ
ザ
藤
枝 

18

●
藤
越 

12

●
コ
ン
ツ
ナ 

6

●
サ
ッ
カ
ー
最
中 

4

●
た
こ
ま
ん 

4

●
シ
ャ
デ
ィ 

3

●
パ
ス
テ
ル 

3

黒
藤
枝
市
内
で
お
す
す
め
の

「
冬
の
贈
り
物
に
ぴ
っ
た
り
の

ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「一語一会」むるぶコラム

　「信用」と「信頼」は似ている言葉のように思
われるかもしれませんが、意味には違いがあり
ます。信用は「ある人や組織が実績に基づき、利
用者に信じられる状態」を意味します。たとえ
ば、信用のある商品やブランドは、その品質や実
績が人々に安心を与えます。つまり「条件付き」
と言えるのではないでしょうか。
　一方、信頼は「互いに信じて頼ることができる
関係から生まれる感情」を意味します。たとえ
ば、信頼できる友人との間には、問題が発生し
ても、互いに支え合い、助け合うことができる
関係性があります。これは「無条件」で信じるこ
とを意味するとも言えそうです。
　信用と信頼の違いは、実績に基づくか、それ
とも人間関係に根ざすかにありますが、どちら
も人間関係において重要な要素であることは間
違いありません。

「信用」と「信頼」の違い
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月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，おすすめの「冬に食べたいおすすめの鍋料理
店」を教えてください。

６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メール、二次元
バーコードでお願いします。

２，あなたのお名前、郵便番号、
ご住所、電話番号、年代、職
業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼント
の発送をもって代えさせて頂
きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。

■先月の答えは亀でした。

◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３４－２４６８
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　1月5日㊐
（当日消印有効）ＦＡＸ・メール・二次元バーコード必着

藤枝駅で開催中のイルミネーションは？
　〇〇スタ☆ふじえだ・ファンタジックイルミネーション（カタカナ2文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中か
ら抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D
不可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図
書カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情報は、
本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外で使用すること
はありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

二次元バーコードでも
応募可能になりました。

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒 426-0041　藤枝市高柳 1 丁目 17-23（共立アイコム内）

編集長後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Facebook

年末年始はいわゆる 「正月太り」 が心配です。 自律神経
の影響で休み中は 「副交感神経」 が優位になり、 体は
エネルギーを蓄積しがちです。 低気温で家にいることも
多く、 間食もしやすくなるため、 太りやすく、 体に負担が
かかりやすくなります。 予防には 「食べる順序」 を工夫し、
サラダやスープを先にとるのがおすすめです。(石間健司)
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遠州綿紬の小座布団
と石畳だんご
趣きある島田市の「石畳茶屋」を会場に開催。
「遠州綿紬」を使った小座布団づくりを体験。
講師には、藤枝市岡部町の「天野ふとん店」
店主・天野さまをお迎え。参加者は、熟練の
技「綿入れ」を見学した後、自ら仕上げの綴じ
に挑戦しました。

緑茶ツアーズと
フラワーバッグ
「KADODE  OOIGAWA」を会場に、前半は
緑茶に加工されるまでを疑似体験できる「緑
茶ツアーズ」を体験。SBS学苑フラワーデザ
イン講師の原先生指導のもと、親子で季節に
合わせたフラワーアレンジメント作りに挑戦
しました。

開港15周年富士山静岡空港

空港見学プチツアー
富士山を望む立地が魅力の「富士山静岡空港」
を会場に開催。参加者は、空港の運営に関わる
さまざまなスタッフの役割を学んだ後、駐機場
に出て、飛行機の離着陸を間近で見学しまし
た。普段はあまり見ることのできない空港の
舞台裏を垣間見る貴重な機会となりました。

エネルギー
セミナー

中部電力による

×

ワークショップ&
エネルギーセミナー
ワークショップ&
エネルギーセミナー

イベントレポートイベントレポート

参加者からは、「エネル
ギー問題について、改め
て考える良い機会になっ
た」「毎日の暮らしの中
で、節電など自分にでき
ることから始めていきた
い」といった声が聞かれ
ました。

親子で比較実験機を使って
実験を行いました。LED
電球と白熱電球を点灯さ
せて、消費電力の違いを
体感。LED電球は白熱電
球に比べ、軽い力で点灯す
ることがわかりました。

レポートの
詳細は
こちらから

主催/中部電力株式会社
共催/SBS学苑藤枝校、株式会社藤枝江﨑新聞店

10.7 mon 11.9 sat 12.7 sat



1月の休日緊急医

小児科
・

5

1日（祝）

〈内・小〉たきいクリニック
（焼津市相川）

�622･8525
〈内〉田沼脳神経
クリニック（田沼二）
�634･2274

田沼脳神経
クリニック（田沼二）
�634･2274

〈内〉ゆみ内科
クリニック（茶町三）
�641･7700

2日（木）

〈内〉鈴木循環器
クリニック（高柳四）
�634･3131
〈内・小〉柴田医院
（藤枝四）

�641･0127

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

〈内〉ほしのクリニック
（岡部町内谷）

�667･0100

3日（金）

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）

�636･0018
〈内〉いわした
クリニック（上青島）
�631･6660

いわしたクリニック
（上青島）

�631･6660

〈内〉すぎむら
クリニック（若王子三）
�647･7077

5日（日）

〈小〉高洲早川
クリニック（与左衛門）
�636･0021
〈内〉まつおか内科循環器
クリニック（瀬戸新屋）
�631･7603

はまべ整形外科
（上藪田）

�648･1500

〈内〉だいちニューロン
クリニック（下藪田）
�631･7891

12日（日）

〈内〉なお消化器内科
クリニック（高洲一）
�634･1825
〈内・小〉みやはら内科
クリニック（小石川町一）
�647･5670

秋山医院
（本町三）
�641･6175

〈内〉すみや脳神経
クリニック（本町二）
�647･5511

13日（祝）

〈小〉小林小児科
（前島一）
�635･2620

〈内〉藤枝クリニック
（田沼二）

�636･8989

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800
〈内〉八木医院
（本郷）

�639･0009

19日（日）

〈内・小〉板倉医院
（田沼四）

�636･0881
〈内〉山﨑クリニック

（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

〈小〉むらまつファミリー
クリニック（藤枝五）
�641･5318

26日（日）

〈内・小〉櫻井医院
（焼津市上新田）
�622･0122
〈内〉サニーメディカル
クリニック（駅前二）
�641･2052

藤枝平成記念病院
（水上）

�643･1230

〈内・小〉入交医院
（大手二）

�641･0135

1日（祝）

〈泌〉はた医院
（田中三）

�645･2077
若林歯科医院
（水上）

�644･4646

2日（木）

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000

志太眼科
（益津）

�645･5511

時ケ谷歯科
クリニック（時ケ谷）

�643･9300

3日（金）

ふたば歯科医院
（瀬戸新屋）
�643･6116

井口歯科
（駅前三）
�645･4182

原歯科医院
（大洲二）
�636･1900

駿河台井澤歯科
（駿河台二）
�644･1182

5日（日）

あまの耳鼻咽喉科
クリニック（田中三）
�646･3313

陽だまり佐野歯科
（八幡）

�646･4500

12日（日）

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001

滝本歯科口腔外科
クリニック（五十海四）
�647･6600

13日（祝）

まつなが耳鼻咽喉科
クリニック（駅前二）
�645･3387
〈婦・産〉あかほり女性
クリニック（前島一）
�625･8668
NPデンタル

クリニック（田沼一）
�631･5666

19日（日）

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

志太眼科
（益津）

�645･5511

あきやま歯科クリニック
（小石川町一）

�641･7020

26日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687
〈精・心〉すだ医院

（築地）
�646･8811
はせがわ歯科
（益津下）
�647･2500


